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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示装置と接続可能な撮像装置であって、
　撮像手段によって撮像された画像に対応するデジタル画像を第１の圧縮方式に従って圧
縮し、第１の圧縮画像を出力する第１の画像圧縮手段と、
　前記デジタル画像を前記第１の圧縮方式と異なる第２の圧縮方式に従って圧縮し、第２
の圧縮画像を出力する第２の画像圧縮手段と、
　前記表示装置と接続可能であり、前記表示装置が前記撮像装置に接続されている場合に
、前記第２の圧縮画像を前記表示装置に供給する接続手段と、
　前記表示装置が前記撮像装置に接続されていない場合に、前記第１の圧縮画像を前記表
示装置に無線で送信する無線送信手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１の画像圧縮手段は、前記第２の圧縮画像を前記第１の圧縮方式に従って圧縮せ
ず、
　前記第２の画像圧縮手段は、前記第１の圧縮画像を前記第２の圧縮方式に従って圧縮し
ないことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示装置は、前記表示装置が前記接続手段に接続されていない場合に、前記第１の
圧縮画像を無線で受信する無線受信手段を有することを特徴とする請求項１または２に記
載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記表示装置は、前記第１の圧縮画像を記録媒体に記録する前に前記第１の圧縮画像を
前記第２の圧縮方式で圧縮し直すことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、画像を撮像する撮像装置（カメラ一体型ＶＴＲ等）に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のカメラ一体型ＶＴＲは撮像部と、モニタとＶＴＲとを含む画像表示部とが一体とな
っていて分離できない構造であった。このため、例えば撮影者の手の届かない場所にカメ
ラ一体型ＶＴＲを置いて撮影しようとする場合などでは撮るべき映像をモニタで確認する
ことができないという問題があった。
【０００３】
上記の問題を解決するために従来より図１４に示すような撮像部と画像表示部とが別体と
なったカメラ一体型ＶＴＲがあった。
図１４において、１０は撮像部、１１は画像表示部である。１は被写体を取り込むレンズ
、２は取り込んだ被写体を画像信号に変換する撮像素子、３は上記画像信号をサンプルホ
ールドし、適正な信号レベルにするＣＤＳ／ＡＧＣ回路、４はＣＤＳ／ＡＧＣ回路３から
の画像信号をＡ／Ｄ変換し、ディジタル信号処理を行うディジタル信号処理回路、５はデ
ィジタル信号処理回路４からのディジタル画像信号をＮＴＳＣ映像信号に変換するＮＴＳ
Ｃエンコーダ、６は撮像部１０と画像表示部１１とを繋ぐケーブル、７は撮像部１０又は
後述の記録媒体から再生されたＮＴＳＣ映像信号を表示するモニタ、８は撮像部１０から
のＮＴＳＣ映像信号を記録媒体に記録再生するＶＴＲ等の記録再生部である。９ａ、９ｂ
は撮像部１０と画像表示部１１とを機械的に着脱する着脱手段である。
【０００４】
上記構成によれば、画像表示部１１を撮像部１０から離して撮影を行うことができ、また
必要に応じて画像表示部１１と撮像部１０とを着脱手段９ａ、９ｂを介して一体化させて
使用することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来例のカメラ一体型ＶＴＲは、撮像部からケーブルが延びており、
このケーブルが邪魔になって撮影時の自由度を妨げるという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、撮影の自由度を向上させることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る撮像装置は、画像を表示する表示装置と接続可能な撮像装置であって、撮
像手段によって撮像された画像に対応するデジタル画像を第１の圧縮方式に従って圧縮し
、第１の圧縮画像を出力する第１の画像圧縮手段と、前記デジタル画像を前記第１の圧縮
方式と異なる第２の圧縮方式に従って圧縮し、第２の圧縮画像を出力する第２の画像圧縮
手段と、前記表示装置と接続可能であり、前記表示装置が前記撮像装置に接続されている
場合に、前記第２の圧縮画像を前記表示装置に供給する接続手段と、前記表示装置が前記
撮像装置に接続されていない場合に、前記第１の圧縮画像を前記表示装置に無線で送信す
る無線送信手段とを有することを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をカメラ一体型ＶＴＲに適用した場合の第１～５の実施の形態について図面
を用いて説明する。尚、図１～図１３において互いに対応する部分には同一番号を付して
重複する説明は省略する。
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図１は第１の実施の形態によるカメラ一体型ＶＴＲの撮像部１００を示すブロック図、図
２はカメラ一体型ＶＴＲの画像表示部２００を示すブロック図である。
図１の撮像部１００において、１０１は被写体を取り込むレンズ、１０２は取り込んだ被
写体を画像信号に変換する撮像素子、１０３は上記画像信号をサンプルホールドし、適正
な信号レベルにするＣＤＳ／ＡＧＣ回路、１０４はＣＤＳ／ＡＧＣ回路１０３からの画像
信号をＡ／Ｄ変換し、ディジタル信号処理を行うディジタル信号処理回路、１０５はディ
ジタル信号処理回路１０４からのディジタル画像信号を圧縮符号化する画像圧縮回路、１
０６は画像圧縮回路１０５からの圧縮画像データをスペクトラム拡散変調して送信するス
ペクトラム拡散送信部、１０７は送信アンテナである。
【００１２】
１０８は制御用のマイコン、１０９は電源、１１０はマイコン１０８からの命令によって
上記の各回路に送る電源１０９をＯＮ／ＯＦＦする電源制御部、１１２は後述の画像表示
部２００と合体したことを検知する合体検知装置、１１３は画像表示部２００と合体した
ときに上記ディジタル信号処理回路１０４を画像表示部２００に接続する信号接続装置、
１１４は合体検知装置１１２、信号接続装置１１３を含み画像表示部２００と着脱可能に
電気的及び機械的に接続する接続手段としての着脱装置である。
【００１３】
次に図２の画像表示部２００において、２０１は受信アンテナ、２０２は撮像部１００か
ら送信された画像データを受信し、圧縮画像データを復調するスペクトラム拡散受信部、
２０３は上記圧縮画像データを伸張し、ディジタル画像信号に戻す画像伸張回路、２０４
は上記ディジタル画像信号をＮＴＳＣ映像信号に変換するＮＴＳＣエンコーダ、２０５は
上記ＮＴＳＣ映像信号を記録再生するＶＴＲ等の記録再生部、２０６は記録媒体、２０７
は上記ＮＴＳＣ映像信号を表示するモニタである。
【００１４】
２０８は制御用のマイコン、２０９は電源、２１０はマイコン２０８からの命令によって
上記の各回路に送る電源２０９をＯＮ／ＯＦＦする電源制御部、２１１は撮像部１００と
合体したことを検知する合体検知装置、２１２は撮像部１００と合体したときＮＴＳＣエ
ンコーダ２０４を撮像部１００に接続する信号接続装置、２１３は合体検知装置２１１、
信号接続装置２１２を含み撮像部１００と着脱可能に電気的及び機械的に接続する接続手
段としての着脱装置である。
【００１５】
なお、上記画像圧縮回路１０５はディジタル信号処理回路１０４からのディジタル画像信
号を画素単位に処理し、画素を間引いて画素数を減らす画素間引き回路であってよい。ま
た上記画像伸張回路２０３は、スペクトラム拡散受信部２０２からのディジタル画像信号
を画素単位に処理し、各画素に対して補間する画素補間回路であってよい。
【００１６】
上記構成によれば、撮像部１００と画像表示部２００とが分離している場合には、撮像部
１００で撮像された映像は無線による通信を介して離れた場所にある画像表示部２００ま
で送られてモニタすることができると共に、さらにその映像を記録再生することもできる
。このため、撮影者は画像表示部２００の置き場所を考慮することなく撮像部１００を離
れた場所に設置できるため、撮影の自由度が増す。また、撮像された映像を信号接続装置
１１３から取り出してコンピュータ等の外部装置に送ることもできる。さらに画像表示部
２００の信号接続装置２１２に外部装置から画像信号を送り込むことにより、これをモニ
タしたり、記録再生することもできる。
尚、この場合は合体検知装置１１２、２１１が合体状態を検知しないので、マイコン１０
８、２０８は電源制御部１１０、２１０にすべての回路に電源を供給するように命令を出
す。
【００１７】
一方、撮像部１００と画像表示部２００とが着脱装置１１４、２１３を介して接続され、
両者が合体して一体化している場合には、合体検知装置１１２、２１１が合体状態を検知
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し、これに応じてマイコン１０８、２０８が電源制御部１１０、２１０に、スペクトラム
拡散送信部１０６、スペクトラム拡散受信部２０２、画像圧縮回路１０５、画像伸張回路
２０３への電源供給を止めるように命令を出し、上記回路への電源供給が停止される。こ
れにより、合体時の消費電力を減らすことができる。
【００１８】
また、両者が分離している場合は、画像信号を圧縮し、データ量を少なくして送信してい
るので、伝送速度に制限がある電波によるディジタル伝送においても支障なく送信するこ
とができる。さらにスペクトラム拡散変調しているので、広い帯域の信号を小電力で伝送
することができる。また、両者が一体化している場合には、画像信号を圧縮しないで送信
するので、高画質を得ることができる。
【００１９】
次に、第２の実施の形態について説明する。
本実施の形態においては、画像圧縮方式としてＪＰＥＧ圧縮方式とＤＶ圧縮方式とを用い
ている。ここでＪＰＥＧ圧縮方式は、画像データの圧縮率を高くすることができるため、
伝送速度に制限がある無線伝送路において画像伝送を行うのに適した圧縮方式である。ま
た、パーソナルコンピュータでは、画像データの形式としてＪＰＥＧ圧縮方式が多く採用
されている。
一方、ＤＶ圧縮方式は、画像データの圧縮率はあまり高くないが、画質が非常に高品質で
あるため、ディジタルＶＴＲに多く採用されている。
【００２０】
図３は第２の実施の形態による撮像部１００を示し、図４は同じく画像表示部２００を示
す。
【００２１】
図３の撮像部１００において、１１５は上記ディジタル信号処理回路１０４からのディジ
タル画像信号をＪＰＥＧ方式で圧縮するＪＰＥＧ画像圧縮回路、１１６はディジタル信号
処理回路１０４からのディジタル画像信号をＤＶ方式で圧縮するＤＶ画像圧縮回路、１１
７はマイコン１０８からの命令によってディジタル信号処理回路１０４を上記ＪＰＥＧ画
像圧縮回路１１５又は上記ＤＶ画像圧縮回路１１６に接続する圧縮種類選択用のスイッチ
、１１８は上記スイッチ１１７に連動して切り替わる圧縮種類選択用のスイッチであり、
ＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５又はＤＶ画像圧縮回路１１６を信号接続装置１１３に切り替
え接続する。
【００２２】
図４の画像表示部２００において、２１４は上記ＪＰＥＧ圧縮画像データを伸張し、ディ
ジタル画像信号に戻すＪＰＥＧ画像伸張回路、２１５はＪＰＥＧ画像伸張回路２１４から
のディジタル画像信号をＤＶ方式で圧縮するＤＶ画像圧縮回路、２１６は信号接続装置２
１２からの上記ＤＶ圧縮画像データを伸張し、ディジタル画像信号に戻すＤＶ画像伸張回
路、２１７はＤＶ圧縮画像データを記録媒体２０６にディジタル記録再生するディジタル
記録再生部、２１８はマイコン２０８からの命令によってディジタル記録再生部２１７を
ＤＶ画像圧縮回路２１５又は信号接続装置２１２に接続する画像選択用のスイッチである
。
【００２３】
上記構成において、撮像部１００と画像表示部２００とが分離している場合には、合体検
知装置１１２、２１１は合体状態を検知しないので、撮像部１００のマイコン１０８はス
イッチ１１７にディジタル信号処理回路１０４をＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５に接続する
ように命令する。またスイッチ１１７に連動してスイッチ１１８は信号接続装置１１３を
ＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５に接続する。一方、画像表示部２００のマイコン２０８は、
スイッチ２１８にディジタル記録再生部２１７をＤＶ画像圧縮回路２１５に接続するよう
に命令を出す。
【００２４】
このときの信号経路は、記録時には、レンズ１０１＞撮像素子１０２＞ＣＤＳ／ＡＧＣ回
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路１０３＞ディジタル信号処理回路１０４＞スイッチ１１７＞ＪＰＥＧ画像圧縮回路１１
５＞スペクトラム拡散送信部１０６＞送信アンテナ１０７＞受信アンテナ２０１＞スペク
トラム拡散受信部２０２＞ＪＰＥＧ画像伸張回路２１４＞ＤＶ画像圧縮回路２１５＞スイ
ッチ２１８＞ディジタル記録再生部２１７＞記録媒体２０６、及びＪＰＥＧ画像伸張回路
２１４＞ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
また、信号接続装置１１３にはＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５からスイッチ１１８を介して
ＪＰＥＧ圧縮信号が出力されているので、これをコンピュータ等に送ることができる。さ
らに画像表示部２００には信号接続装置２１２を介して外部からＤＶ圧縮信号を送り込む
ことができる。
【００２５】
再生時には、マイコン２０８はスイッチ２１８にディジタル記録再生部２１７をＤＶ画像
伸張回路２１６に接続するように命令を出す。このときの信号経路は、記録媒体２０６＞
ディジタル記録再生部２１７＞スイッチ２１８＞ＤＶ画像伸張回路２１６＞ＮＴＳＣエン
コーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００２６】
また、撮像部１００と画像表示部２００とが合体して一体化している場合には、合体検知
装置１１２、２１１は合体状態を検知する。撮像部１００のマイコン１０８はスイッチ１
１７にディジタル信号処理回路１０４をＤＶ画像圧縮回路１１６に接続するように命令す
る。またスイッチ１１７に連動してスイッチ１１８は信号接続装置１１３をＤＶ画像圧縮
回路１１６に接続する。一方、画像表示部２００のマイコン２０８は、前記画像選択スイ
ッチ２１８にディジタル記録再生部２１７を信号接続装置２１２に接続するように命令を
出す。
【００２７】
このときの信号経路は、記録時には、レンズ１０１＞撮像素子１０２＞ＣＤＳ／ＡＧＣ回
路１０３＞ディジタル信号処理回路１０４＞スイッチ１１７＞ＤＶ画像圧縮回路１１６＞
スイッチ１１８＞信号接続装置１１３＞信号接続装置２１２＞スイッチ２１８＞ディジタ
ル記録再生部２１７＞記録媒体２０６、及び信号接続装置２１２＞ＤＶ画像伸張回路２１
６＞ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００２８】
また再生時の信号経路は、記録媒体２０６＞ディジタル記録再生部２１７＞スイッチ２１
８＞ＤＶ画像伸張回路２１６＞ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００２９】
以上のように本実施の形態では、撮像部１００と画像表示部２００とが分離している場合
は、画像圧縮方式としてＪＰＥＧ方式が選択されるため、無線通信が有効に行われる。
【００３０】
また、撮像部１００と画像表示部２００とが合体して一体化している場合は、画像圧縮方
式としてＤＶ方式が選択されるため、高画質なディジタル画像記録を行うことができる。
【００３１】
図５は図３のＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５の構成を示すブロック図である。
図５において、３０１はラスターブロック変換部、３０２はＤＣＴ（離散コサイン変換）
部、３０３は量子化部、３０４はハフマン符号化部、３０５は上記量子化部３０３に与え
られる量子化テーブル、３０６は上記ハフマン符号化部３０４に与えるハフマンテーブル
である。
【００３２】
上記構成のＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５において、入力されたラスタ形式の輝度／色差か
らなるディジタル画像信号は、ラスタ－ブロック変換部３０１によって８画素×８画素の
ブロックに分割され、それぞれ８×８の正方行列で表されるデータとなる。次に、ＤＣＴ
変換部３０２において、上記８×８の行列データにＤＣＴ（離散コサイン変換）と呼ばれ
る変換を行う。変換後のデータはＤＣＴ係数と呼ばれ、やはり８×８の行列データである
が、その行列の左上の項は原画像の低周波成分の大きさ、右下の項は原画像の高周波成分
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の大きさを示す値となっている。
【００３３】
続いて量子化部３０３において、上記行列データのそれぞれに対して、量子化テーブル３
０５と呼ばれる係数テーブルを用いて除算を行う。量子化テーブル３０５は低周波成分に
対して高周波成分に重み付けされており、除算結果は高周波成分になるほど小さい値を示
す行列データになる。続いて量子化を行い、一定以下の値を切り捨て、０にする。この結
果行列データは、右下の項の値はほとんどが０となる。
【００３４】
次に上記行列データをジグザグスキャンと呼ばれる順に一列に並べたデータ列とし、ハフ
マン符号化部３０４でハフマン符号化と呼ばれる変換を行う。この変換は、データの冗長
部分（同じ値が続くデータ部分）を別の短い符号で表す変換であるので、上記データ列で
は０が続く部分のデータ列が大幅に短くなり、この結果、画像データ量が圧縮されたこと
になる。
【００３５】
図６は図４のＪＰＥＧ画像伸張回路２１４の構成を示すブロック図である。
図６において、４０１はハフマン復号化部、４０２は上記ハフマン復号化部４０１に与え
るハフマンテーブル、４０３は逆量子化部、４０４は上記逆量子化部４０３に与えられる
量子化テーブル、４０５は逆ＤＣＴ変換部、４０６はブロック－ラスタ変換部である。
【００３６】
上記構成のＪＰＥＧ画像伸張回路２１４において、入力されたＪＰＥＧ圧縮画像信号は、
ハフマン復号化部４０１でハフマン復号化され、元のデータ列を得る。次にこのデータ列
を行列データに戻し、逆量子化部４０３で量子化テーブル４０４を用いて乗算を行う。こ
のとき得られる行列データは、前記ＤＣＴ係数と比較すると、高周波成分の方で０が多く
なっている。次に逆ＤＣＴ変換部４０５により逆ＤＣＴ変換を行い、ブロック－ラスタ変
換部４０６でブロックを元通りに並べることにより、伸張されたディジタル画像を得る。
【００３７】
図７は図４のＤＶ画像圧縮回路２１５の構成を示すもので、ブロック分割シャッフリング
回路５０１、ＤＣＴ演算重み付け回路５０２、並べ替え回路５０３、適応量子化回路５０
４、可変長符号化回路５０５、デシャッフリング回路５０６、動き検出回路５０７、符号
量推定回路５０８で構成されている。
【００３８】
上記構成において、伝送速度を変換したデータは、ブロック分割シャッフリング回路５０
１において、輝度信号、２つの色信号のそれぞれを８画素×８画素のブロックに変換し、
４つのＹ信号ブロックと２つの色差信号ブロックをあわせた６ブロックでマクロブロック
を構成する。分割したデータは画面上の位置を入れ替えて、固定長にする範囲の情報量を
平均化した後、ＤＣＴ演算重み付け回路５０２においてＤＣＴ（離散コサイン変換）を施
す。このとき動きの多い映像はフレーム内で演算する。このために動き検出回路５０７を
備えている。ＤＣＴの後、データの重み付けを行い、並べ替え回路５０３で並べ替えをし
た後、適応量子化部回路５０４で量子化する。量子化したデータは可変長符号化回路５０
５で可変長符号化（ＶＬＣ）を施す。量子化するときに符号量を推定し、可変長符号化し
た後の符号量がマクロブロック毎に一定になるようにする。符号化したデータは画面上の
元位置に戻してから出力する。そして出力されたディジタル信号は、誤り訂正符号を付加
された後、デシャッフル回路５０６でデシャッフルされて圧縮データが出力される。
【００３９】
次に第３の実施の形態について説明する。
本実施の形態は、撮影部１００の構成は図３の第２の実施の形態と同一構成であり、画像
表示部２００が図８のように構成されている。
この図８は図４の各部の配置を変更したものである。
【００４０】
上記構成において、撮像部１００と画像表示部２００とが分離している場合の信号経路は
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、記録時には、レンズ１０１＞撮像素子１０２＞ＣＤＳ／ＡＧＣ回路１０３＞ディジタル
信号処理回路１０４＞スイッチ１１７＞ＪＰＥＧ画像圧縮回路１１５＞スペクトラム拡散
送信部１０６＞送信アンテナ１０７＞受信アンテナ２０１＞スペクトラム拡散受信部２０
２＞ＪＰＥＧ画像伸張回路２１４＞ＤＶ画像圧縮回路２１５＞スイッチ２１８＞ディジタ
ル記録再生部２１７＞記録媒体２０６、及びスイッチ２１８＞ＤＶ画像伸縮回路２１６＞
ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００４１】
再生時の信号経路は、記録媒体２０６＞ディジタル記録再生部２１７＞ＤＶ画像伸張回路
２１６＞ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００４２】
また、撮像部１００と画像表示部２００とが合体して一体化している場合の信号経路は、
記録時には、レンズ１０１＞撮像素子１０２＞ＣＤＳ／ＡＧＣ回路１０３＞ディジタル信
号処理回転１０４＞スイッチ１１７＞ＤＶ画像圧縮回路１１６＞スイッチ１１８＞信号接
続装置１１３＞信号接続装置２１２＞スイッチ２１８＞ディジタル記録再生部２１７＞記
録媒体２０６、及びスイッチ２１８＞ＤＶ画像伸張回路２１６＞ＮＴＳＣエンコーダ２０
４＞モニタ２０７となる。
また再生時の信号経路は、記録媒体２０６＞ディジタル記録再生部２１７＞ＤＶ画像伸張
回路２１６＞ＮＴＳＣエンコーダ２０４＞モニタ２０７となる。
【００４３】
次に、第４の実施の形態について説明する。
本実施の形態は、上記第２、第３の実施の形態におけるＪＰＥＧ圧縮方式に代えてＭＰＥ
Ｇ圧縮方式を用いたものである。従って、撮像部１００においては、図９に示すように、
ＭＰＥＧ画像圧縮回路１１９を設けると共に、画像表示装置２００においては、図１０に
示すようにＭＰＥＧ画像伸張回路２１９を設けている。尚、図９の他の構成は図３と対応
し、図１０の他の構成は図４と対応している。また、記録時、再生時の信号経路について
も図３、図４の場合と同様である。
【００４４】
図１１はＭＰＥＧ画像圧縮回路１１９の構成を示すブロック図である。
図１１において、８０１は前記ＤＣＴ、量子化等を行って、入力された情報量を圧縮する
情報源符号器、８０２は上記圧縮されたデータをＭＰＥＧフォーマットに準拠した形式に
生成するビデオ信号多重化符号器、８０３は上記フォーマットデータを一定のデータレー
トで送出する送信バッファ、８０４は情報発生量の増減制御を行う符号化制御器である。
【００４５】
図１２はＭＰＥＧ画像伸張回路２１９の構成を示すブロック図である。図１２において、
９０１は受信したデータに対する復号処理時間を確保する受信バッファ、９０２は受信し
たフォーマットデータから圧縮データを切り出すビデオ信号多重化復号器、９０３は前記
圧縮データに逆量子化、逆ＤＣＴ等の処理を行い、元の映像信号を復元する情報源復号器
である。
【００４６】
ＭＰＥＧ圧縮方式は、上記情報源符号化器８０１において、前記ＤＣＴ、量子化処理に加
えて、目的の画像を過去画面との差分又は過去画面の像の動きから予測する予測画面との
差分という形式で表現する予測符号化を行っていることが特徴であり、画面のみの完結し
た圧縮画像の連続である前記ＪＰＥＧ方式に比べてより高い圧縮率を得ることができる。
【００４７】
次に第５の実施の形態について説明する。
本実施の形態は、前記第３の実施の形態を示す図８においてＪＰＥＧ圧縮方式に代えてＭ
ＰＥＧ圧縮方式を用いたものである。従って、画像表示部２００には図１３に示すように
ＭＰＥＧ画像伸張回路２１９を設けており、他の構成は図８と同じである。尚、撮像部１
００の構成は図９と同じである。また、記録時、再生時の信号経路についても第３の実施
の形態に準じている。
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【００４８】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、撮影の自由度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態による撮像部を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態による画像表示部を示すブロック図である。
【図３】第２、第３、第５の実施の形態による撮像部を示すブロック図である。
【図４】第２の実施の形態による画像表示部を示すブロック図である。
【図５】ＪＰＥＧ画像圧縮回路を示すブロック図である。
【図６】ＪＰＥＧ画像伸張回路を示すブロック図である。
【図７】ＤＶ画像圧縮回路を示すブロック図である。
【図８】第３の実施の形態による画像表示部を示すブロック図である。
【図９】第４の実施の形態による撮像部を示すブロック図である。
【図１０】第４の実施の形態による画像表示部を示すブロック図である。
【図１１】ＭＰＥＧ画像圧縮回路を示すブロック図である。
【図１２】ＭＰＥＧ画像伸張回路を示すブロック図である。
【図１３】第５の実施の形態による画像表示部を示すブロック図である。
【図１４】従来のカメラ一体型ＶＴＲを示すブロック図である。
【符号の説明】
１０２　撮像素子
１０４　ディジタル信号処理回路
１０５　画像圧縮回路
１０６　スペクトラム拡散送信部
１０７　送信アンテナ
１０８　マイコン
１０９　電源
１１０　電源制御部
１１２　合体検知装置
１１３　信号接続装置
１１４　着脱装置
１１５　ＪＰＥＧ画像圧縮回路
１１６　ＤＶ画像圧縮回路
１１７、１１８　スイッチ
１１９　ＭＰＥＧ画像圧縮回路
２０１　受信アンテナ
２０２　スペクトラム拡散受信部
２０３　画像伸張回路
２０４　ＮＴＳＣエンコーダ
２０５　記録再生部
２０６　記録媒体
２０７　モニタ
２０８　マイコン
２０９　電源
２１０　電源制御部
２１１　合体検知装置
２１２　信号接続装置
２１３　着脱装置
２１４　ＪＰＥＧ画像伸張回路
２１５　ＤＶ画像圧縮回路
２１６　ＤＶ画像伸張回路
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２１７　ディジタル記録再生部
２１８　スイッチ
２１９　ＭＰＥＧ画像伸張回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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